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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月10日(2018.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カソード電気端子を有し且つ電解質と電気化学連通するカソード電極と、アノード電気
端子を有し且つ前記電解質と電気化学連通するアノード電極を備える装置において、
　前記カソード電極と前記アノード電極との間にあって、ゲート電気端子を有し、前記電
解質と電気化学連通し且つ前記アノード電極及び前記カソード電極の少なくとも一つにお
いてレドックス活性である少なくとも一つの移動種に対して透過性である少なくとも一つ
のゲート電極と、
　前記装置の動作パラメータを測定し、あるセルヘルス事象が発生するときを決定するよ
う構成された回路であって、前記少なくとも一つのゲート電極と前記アノード電極及び前
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記カソード電極の少なくとも一つとの間の電圧を所定の剥離電位と比較し、前記少なくと
も一つのゲート電極をもはや前記所定の剥離電位に維持することができないとき、あるセ
ルヘルス事象が発生したと決定するように構成された前記回路と、
　前記セルヘルス事象に応答するよう構成された回路と、
を備え、
　動作パラメータを測定するように構成された前記回路及び前記セルヘルス事象に応答す
るよう構成された前記回路の少なくとも一つは、前記カソード電気端子、前記アノード電
気端子及び前記ゲート電気端子のすべてと同時に電気通信する、装置。
【請求項２】
　前記装置の動作パラメータを測定し、あるセルヘルス事象が発生するときを決定するよ
う構成された前記回路は、前記少なくとも一つのゲート電極と前記アノード電極及び前記
カソード電極の少なくとも一つとの間の電流を測定し、前記電流が閾値を超えるとき、あ
るセルヘルス事象が発生したと決定するように構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　動作パラメータを測定するように構成された前記回路と前記セルヘルス事象に応答する
前記回路は協調して動作するように構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも一つのゲート電極は厚さ寸法と厚さ寸法に直角の２次元エリアで規定さ
れる平面形状である、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも一つのゲート電極は前記厚さ寸法に沿ってイオン伝導性であり、前記厚
さ寸法に直角の方向に電気伝導性である、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも一つのゲート電極の厚さ寸法に直角の二次元エリア上の任意の２点間で
１ヘルツ未満の周波数で測定されるインピーダンスは１メガオーム未満である、請求項１
に記載の装置。
【請求項７】
　前記アノード電極は金属アノードである、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記金属アノードはマグネシウム又はマグネシウム含有合金である、請求項７に記載の
装置。
【請求項９】
　前記金属アノードは、亜鉛、カルシウム、アルミニウム、リチウム、ソディウム及び鉛
からなる金属群から選ばれる金属又はその金属を含有する合金を含んでいる、請求項７に
記載の装置。
【請求項１０】
　前記所定の剥離電位は不均一なモフォロジー特徴部の形成電位である、請求項１に記載
の装置。
【請求項１１】
　前記アノード電極は、変換アノード、インターカレーションホスト、合金反応アノード
及び不均化反応アノードからなるグループから選ばれるアノード電極である、請求項１に
記載の装置。
【請求項１２】
　前記レドックス活性のイオン種はリチウムであり、前記アノードは結晶質炭素、非晶質
炭素、Ｎａ，Ｋ，Ｒｂ，Ｃｓ，Ｂｅ，Ｍｇ，Ｃａ，Ｓｒ，Ａｌ，Ｓｉ，ＧＥ，Ｓｂ，Ｐｂ
，Ｉｎ，Ｚｎ，Ｓｎ及び２元Ｍｅ－Ｘ化合物からなる材料の群から選ばれる材料を含み、
ここでＸは硫黄、リン、窒素及び酸素から成る群から選ばれ、ＭｅはＭｇ，Ｃａ，Ｓｒ，
Ｔｉ，Ｚｒ，Ｖ，ＮｂＴａ，Ｃｒ，Ｍｏ，Ｗ，Ｍｎ，Ｆｅ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｃｕ，Ａｇ，Ｚ
ｎ，ｃｄ，Ｂ，Ａｌ，Ｓｉ，Ｓｎ，Ｇｅ，Ｓｂ，Ｂｉ及びその組み合わせから成る群から
選ばれる金属を含んでいる、請求項１に記載の装置。
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【請求項１３】
　前記アノード電極は温度、電圧、充電速度又はその組み合わせに基づいてめっき状態の
下で動作するように構成されている、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも一つのゲート電極は、自立型の伝導性材料及び多孔性及び蛇行性を有す
る絶縁基板上に堆積された伝導性フィルムから選択した一つを備え、専用のタブを介して
外部電気回路に接続されている、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも一つのゲート電極は、前記少なくとも一つの移動種に対して前記透過性
の効率を最大にするのに十分な多孔性を有している、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも一つのゲート電極は、前記少なくとも一つのゲート電極を通って突出す
る不均一なモフォロジー特徴部が前記少なくとも一つのゲート電極に電気的に接触する確
率を最小にするのに十分な蛇行性を有する多孔性である、請求項１に記載の装置。
【請求項１７】
　カソード電気端子を有し且つ電解質と電気化学連通するカソード電極と、アノード電気
端子を有し且つ前記電解質と電気化学連通するアノード電極を有する二次電気化学セルに
おいて、
　前記カソード電極と前記アノード電極との間にあって、ゲート電気端子を有し、前記電
解質と電気化学連通し且つ前記アノード電極及び前記カソード電極の少なくとも一つにお
いてレドックス活性である前記電解質内の少なくとも一つの移動種に対して透過性である
少なくとも一つのゲート電極と、
　装置の動作パラメータを測定し、あるセルヘルス事象が発生するときを決定するよう構
成された回路であって、前記少なくとも一つのゲート電極と前記アノード電極及び前記カ
ソード電極の少なくとも一つとの間の電圧を所定の剥離電位と比較し、前記少なくとも一
つのゲート電極をもはや前記所定の剥離電位に維持することができないとき、あるセルヘ
ルス事象が発生したと決定するように構成された前記回路と、
　前記セルヘルス事象に応答するよう構成された回路と、
を備え、
　動作パラメータを測定するように構成された前記回路及び前記セルヘルス事象に応答す
るよう構成された前記回路の少なくとも一つは、前記カソード電気端子、前記アノード電
気端子及び前記ゲート電気端子のすべてと同時に電気通信する、二次電気化学セル。
【請求項１８】
　カソード電気端子を有するカソード電極を設けるステップと、
　アノード電気端子を有するアノード電極を設けるステップと、
　前記カソード電極及び前記アノード電極と電気化学連通する電解質を設けるステップと
、
　前記カソード電極と前記アノード電極との間にあって、ゲート電気端子を有し、前記電
解質と電気化学連通し且つ前記アノード電極及び前記カソード電極の少なくとも一つにお
いてレドックス活性である少なくとも一つの移動種に対して透過性である少なくとも一つ
のゲート電極を設けるステップと、
　装置の動作パラメータを測定し、あるセルヘルス事象が発生するときを決定するよう構
成された回路であって、前記少なくとも一つのゲート電極と前記アノード電極及び前記カ
ソード電極の少なくとも一つとの間の電圧を所定の剥離電位と比較し、前記少なくとも一
つのゲート電極をもはや前記所定の剥離電位に維持することができないとき、あるセルヘ
ルス事象が発生したと決定するように構成された前記回路を設けるステップと、
　前記セルヘルス事象に応答するよう構成された回路を設けるステップと、
を備え、
　動作パラメータを測定するように構成された前記回路及び前記セルヘルス事象に応答す
るよう構成された前記回路の少なくとも一つは、前記カソード電気端子、前記アノード電
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気端子及び前記ゲート電気端子のすべてと同時に電気通信する電気化学装置の製造方法。
【請求項１９】
　カソード電気端子を有するカソード電極を設けるステップと、
　アノード電気端子を有するアノード電極を設けるステップと、
　前記カソード電極及び前記アノード電極と電気化学連通する電解質を設けるステップと
、
　前記カソード電極と前記アノード電極との間にあって、ゲート電気端子を有し、前記電
解質と電気化学連通し且つ前記アノード電極及び前記カソード電極の少なくとも一つにお
いてレドックス活性である少なくとも一つの移動種に対して透過性である少なくとも一つ
のゲート電極を設けるステップと、
　装置の動作パラメータを測定し、あるセルヘルス事象が発生するときを決定するよう構
成された回路であって、前記少なくとも一つのゲート電極と前記アノード電極及び前記カ
ソード電極の少なくとも一つとの間の電圧を所定の剥離電位と比較し、前記少なくとも一
つのゲート電極をもはや前記所定の剥離電位に維持することができないとき、あるセルヘ
ルス事象が発生したと決定するように構成された前記回路を設けるステップと、
　前記セルヘルス事象に応答するよう構成された回路を設けるステップと、
　動作パラメータを測定するように構成された前記回路があるセルヘルス事象が発生した
と決定するときに、前記セルヘルス事象に応答するよう構成された前記回路が前記装置を
正常な動作状態に戻すように電気化学装置を動作させるステップと、
を備え、
　前記装置の動作中に、動作パラメータを測定するように構成された前記回路及び前記セ
ルヘルス事象に応答するよう構成された前記回路の少なくとも一つは、前記カソード電気
端子、前記アノード電気端子及び前記ゲート電気端子のすべてと同時に電気通信する電気
化学装置の動作方法。
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